
を
考
慮
し
て
「
水
風
船
バ
ト
ル
」

と
呼
ば
れ
る
競
技
に
せ
ず
、
自

由
に
投
げ
合
う
形
で
実
施
。
子

ど
も
が
水
風
船
を
手
に
親
を
追

い
か
け
回
す
姿
が
見
ら
れ
た
ほ

か
、
服
や
帽
子
を
ぬ
ら
し
た
子

か
ら
は
「
水
風
船
が
割
れ
る
音

と
水
し
ぶ
き
が
気
持
ち
い
い
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

同
部
の
寺
尾
佳
信
部
長
は
、

に
ぎ
や
か
な
声
が
上
が
る
方
向

へ
目
を
や
り
な
が
ら
「
部
員
を

増
や
し
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
に
っ
こ
り
。

ま
た
「
区
全
体
、
親
子
が
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
め
る
（
水
風
船

バ
ト
ル
の
）
大
会
が
で
き
た

ら
」
と
も
話
し
て
い
た
。

◇
第

回
守
山
区
学
区
対
抗

実
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
６

月

日
、
守
山
区
仮
設
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
）

大
森
北

―
６
志
段
味
東
、

吉
根
９
―
３
大
森
北

学
区
や
子
ど
も
会
単
位
な
ど

小
学
３
～
６
年
生
で
つ
く
る
区

内

チ
ー
ム
参
加
の
「
モ
リ
ス

ち
ゃ
ん
杯
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大

会
」
（
中
日
新
聞
守
山
販
売
店

連
合
会
後
援
）
が
先
月
６
日
、

守
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
＝
竜

泉
寺
２
＝
で
開
か
れ
た
。

触
れ
合
い
や
交
流
の
場
に
し

よ
う
と
、
区
民
ら
区
民
ま
つ
り

実
行
委
員
会
が
主
催
。
２
０
１

３
年
「
守
山
区
制

周
年
祭
」

催
し
の
学
区
対
抗
デ
ィ
ス
ク
ド

ッ
ヂ
大
会
を
き
っ
か
け
に
始
ま

り
、
こ
と
し
で

回
目
。

開
会
式
で
は
、
同
実
行
委
員

会
の
梅
本
孝
也
委
員
長
が
「
皆

さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
、
開
会
を
宣
言
。
７
チ

ー
ム
ず
つ
に
分
か
れ
て
の
予
選

リ
ー
グ
戦
、
ま
た
両
リ
ー
グ
上

位
４
チ
ー
ム
で
競
う
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

選
手
た
ち
は
コ
ー
ト
内
を
激

し
く
動
き
回
り
、
喜
ん
だ
り
悔

し
が
る
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

多
く
の
熱
戦
の
末
「
森
孝
東
」

が
連
覇
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

の
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
森
孝
東

―
７
あ
お
ぞ
ら

Ｂ
、
チ
ー
ム
小
幡

―

あ
お

守
山
文
化
小
劇
場
開
館

周

年
記
念
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
ひ
び
き
あ
う
生い

の

ち命
」

が

月
９
・

の
両
日
、
同
劇

場
＝
小
幡
南
１
＝
で
上
演
さ
れ

る
。
計
３
回
公
演
、
チ
ケ
ッ
ト

を
現
在
販
売
中
。

湿
地
を
は
じ
め
貴
重
な
自
然

が
残
る
八
竜
緑
地
＝
大
森
八
龍

１
＝
を
題
材
に
し
た
作
品
で
、

「
守
山
の
文
化
を
考
え
る
会
」

と
同
劇
場
が
主
催
。
自
然
保
全

活
動
団
体
「
水
源
の
森
と
八
竜

湿
地
を
守
る
会
」
の
前
会
長
・

柴
田
美
子
さ
ん
の
著
書

「
ひ
び
き
あ
う
生
命
―
な

ご
や
八
竜
湿
地
と
私
―
」

を
基
に
、
史
実
と
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
を
織
り
交
ぜ
た
舞

台
と
な
っ
て
い
る
。

演
出
は
川
村
ミ
チ
ル
さ

ん
、
音
楽
は
美
口
啓
子
さ

ん
と
大
坪
彰
彦
さ
ん
、
脚

本
・
制
作
は
白
樺
八

さ

ん
。
舞
台
で
は
、
本
公
演

の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
学
ん
で
き
た

人
が

歌
や
演
技
を
披
露
。
奥
村

育
子
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演

す
る
ほ
か
、
映
像
で
西
川

千か
ず

雅ま
さ

さ
ん
、
声
で
庄
野
俊
哉
さ

ん
ら
も
登
場
す
る
。

開
演
は
９
日
（
土
）
午
後
６
時

半
、

日
（
日
）
午
前

時
と
午

後
３
時
半
。
全
て

分
前
開

場
。
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は

小
学
生
か
ら

代
ま
で
、
す
て

き
な
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
創
る
物
語
を
、
ぜ
ひ

見
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と

守
山
の
文
化
を
考
え
る
会
。

そ
の
ほ
か
、
ド
ン
グ
リ
や
松

ぼ
っ
く
り
を
使
っ
た
リ
ー
ス
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
マ
ル
シ

ェ
「
も
り
の
お
く
り
も
の
」
も
同

時
開
催
。
作
家
が
手
が
け
た
作

品
を
数
多
く
並
べ
、
収
益
金
は

「
水
源
の
森
と
八
竜
湿
地
を
守

る
会
」
に
寄
付
す
る
。

チ
ケ
ッ
ト
（
全
自
由
席
）
は

一
般
３
千
円
、
高
校
生
以
下
２

千
円
。
同
劇
場
の
窓
口
や
、
電

子
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ｔ
ｅ

ｋ
ｅ
ｔ
・
テ
ケ
ト
」
（
左
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）
で
取

り
扱
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
同
劇
場
＝
☎

０
５
２
（
７
９
６
）
１
８
２
１

＝
ま
た
は
「
守
山
の
文
化
を
考

え
る
会
」
メ
ー

ル
＝moriyama

bunka20@gmai

l.com=

へ
。

ぞ
ら
Ａ
、
苗
代
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー


―

Ｃ
ｒ
ａ
ｐ
ｓ
、
西
城
小

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

―
６
瀬
古
学

区
子
ど
も
会
、
森
孝
東

―
９

チ
ー
ム
小
幡
、
苗
代
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ー

―
８
西
城
小
ト
ワ
イ
ラ

イ
ト
、
森
孝
東

―
９
苗
代
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ー


回
目
と
な
る
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
（
法
務
省
主

唱
）
の
街
頭
活
動
が
先
月
７

日
、
区
内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
３

カ
所
で
行
わ
れ
た
。
約
１
５
０

人
が
参
加
し
て
、
買
い
物
客
に

理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
立
ち

直
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運

動
。
区
内
で
は
区
役

所
や
警
察
署
な
ど
区

運
動
推
進
委
員
会
、

守
山
保
護
区
保
護
司

会
、
守
山
区
更
生
保

護
女
性
会
ほ
か
が
展

開
し
て
い
る
。

清
水
屋
藤
ケ
丘
店

＝
森
孝
東
１
＝
会
場

に
は
４
学
区
、
近
隣

の
住
民
ら

人
以
上

が
集
合
。
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
運
動
推
進
委

員
長
の
小
島
康
裕
区
長
が
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
『
犯
罪
や
非
行
を
防

止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
』
を
引
用
し
、「
一

人
で
も
多
く
の
方
に
広
め
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ま
た
、
保
護
司
の
川
澄
記
久

子
さ
ん
が
「
（
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
づ
ら
さ
の
問
題
に
は
）
包
摂

的
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
が
重
要
」
と
内
閣
総
理

大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
、

小
島
区
長
に
伝
達
し
た
。

参
加
者
は
複
数
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
店
内
や
出
入
り
口

で
啓
発
。
通
り
か
か
っ
た
人
に

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で

す
」
と
声
を
か
け
、
チ
ラ
シ
や

啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
た
。

守
山
警
察
署
に
よ
る
体
験
型

防
犯
イ
ベ
ン
ト
が
先
月

日
、

体
感
！
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
し
だ
み
ゅ
ー
）
＝
上

志
段
味
前
山
＝
で
催
さ
れ
、
家

族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

不
審
な
声
か
け
に
遭
遇
し
た

際
の
対
応
を
学
ぶ
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
防
犯
意

識
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
同
署
が
企

画
。
不
審
者
が
増

え
る
〝
夏
休
み
〟

の
時
期
に
合
わ
せ

て
開
い
た
。

連
れ
去
り
防
止

な
ど
防
犯
の
合
言

葉
「
つ
み
き
お

に
」
を
見
つ
け
る

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に

は
、
多
く
の
子
が

参
加
。
し
だ
み
ゅ

ー
の
館
内
や
古
墳

エ
リ
ア
に
掲
示
さ
れ
た
五
つ
の

ク
イ
ズ
を
探
し
、
問
題
を
解
い

た
。
「
あ
と
一
つ
は
ど
こ
」

と
、
解
答
用
紙
の
ヒ
ン
ト
を
頼

り
に
友
達
同
士
で
話
し
合
う
姿

も
見
ら
れ
た
。

全
問
正
解
の
先
着

人
に
は

ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
ク
ワ
ガ
タ
は
地
域
の
人

が
提
供
し
た
も
の
で
、
夏
休
み

は
子
ど
も
が
家
で
過
ご
す
時
間

も
長
く
「
ロ
ッ
ク
は
（
ク
ワ
）

必
ず
」
の
意
味
も
込
め
た
。

ま
た
会
場
に
は
白
バ
イ
も
登

場
し
、
小
さ
な
制
服
と
制
帽
を

身
に
着
け
た
子
が
ま
た
が
っ
て

記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
た
。

【
つ
み
き
お
に
】
つ
＝
つ
い
て

い
か
な
い

み
＝
み
ん
な
と
い

つ
も
い
っ
し
ょ

き
＝
き
ち
ん

と
知
ら
せ
る

お
＝
お
お
ご
え

で
助
け
を
呼
ぶ

に
＝
に
げ
る

春
の
女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
名
古

屋
市
、
中
日
新
聞
社
な
ど
主

催
）
の
春
組
で
「
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
」
、
雪
組
で
「
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
Ｂ
ｂ
」
が
優
勝
。
こ
の
ほ
ど

関
係
者
ら
が
小
島
康
裕
区
長
を

訪
問
し
、
報
告
と
と
も
に
秋
大

会
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

春
大
会
は
５
～
６
月
、
稲
永

と
千
種
の
両
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
２
５
６
チ
ー
ム

が
参
加
。
８
組
に
分
か
れ
て
競

い
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
は
最
上
位

の
春
組
で
春
・
秋
大
会
通
算


回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

区
長
室
を
訪
ね
た
の
は
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
ズ
主
将
で
区
女
性
レ

ク
バ
レ
ー
連
絡
協
議
会
副
会
長

の
大
野
木
小
巻
さ
ん
、
同
協
議

会
会
長
の
渡
辺
佐
知

子
さ
ん
ら
４
人
。

「
（
会
場
で
の
）
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
な
ど
と

優
勝
を
報
告
し
た
。

歓
談
で
は
「
守
山

に
こ
ん
な
強
い
チ
ー

ム
が
多
く
あ
る
な
ん

て
、
着
任
す
る
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
」
と

小
島
区
長
。
ベ
ン
チ

ャ
ー
ズ
Ｂ
ｂ
の
〝
Ｂ

ｂ
〟
は
「
メ
ン
バ
ー

親
子
で
水
風
船
を
ぶ
つ
け
合

い
遊
ぶ
催
し
が
先
月

日
、
上

志
段
味
小
学
校
＝
上
志
段
味
大

塚
＝
で
開
か
れ
、
同
小
と
志
段

味
東
小
の
児
童
と
保
護
者
ら
約

２
４
０
人
が
参
加
。
水
し
ぶ
き

に
大
き
な
歓
声
を
上
げ
た
。

昨
年
発
足
、
両
小
児
童
の
父

親
有
志
７
人
「
上
志
段
味
ゆ
る

さ
ぽ
オ
ヤ
ジ
部
」
に
よ
る
初
イ

ベ
ン
ト
。
「
水
ふ
う
せ
ん
バ
ト

ル
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」
と
名
付
け
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
チ
ラ
シ
で
参
加
者
を

募
っ
た
。
水
風
船
は
、
当
日
集

ま
っ
た
親
子
も
協
力
し
な
が
ら

約
３
万
個
を
膨
ら
ま
せ
た
。

こ
の
日
の
催
し
で
は
熱
中
症

守
山
図
書
館
主
催
、
第
１
回
の
「
小
学

生
鉄
道
ク
イ
ズ
大
会
」
が
６
月

日
に
同

館
＝
守
山
１
＝
集
会
室
で
開
か
れ
、
１
～

６
年
生
８
人
が
参
加
し
た
。

出
題
と
解
説
は
、
実
家
が
車
両
基
地
の

横
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
鉄
道
好
き
に
な
っ

た
と
い
う
専
修
大
学
文
学
部
教
授
・
野
口

武た
け

悟の
り

さ
ん
が
担
当
。
東
京
に
あ
る
同
大
で

図
書
館
情
報
学
を
教
え
、
鉄
道
研
究
会
の

顧
問
も
務
め
て
い
る
。

大
会
で
は
車
両
や
駅
名
に
つ
い
て
な

ど
、
野
口
さ
ん
と
鉄
道
研
究
会
の
学
生
が

考
え
た

問
を
出
題
。
○
と
×
、
表
裏
そ

れ
ぞ
れ
に
書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
を
掲
げ
て

参
加
者
が
答
え
た
。

問
題
ご
と
に
解
説
も
あ
り
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
「
知
っ
て
る
」
や
「
乗
っ
た
こ
と
あ

る
」
と
い
っ
た
元
気
な
声
。
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
大
会
結
果
に
「
鉄
道
ク
イ
ズ
王
認
定

証
」
が
全
員
分
用
意
さ
れ
、
野
口
さ
ん
が

一
人
一
人
の
名
前
を
書
い
て
手
渡
し
た
。


問
正
解
し
、
１
位
に
な
っ
た
中
出
明は

る

希き

君
（
廿
軒
家
小
２
年
）
は
「
う
れ
し

い
」
と
照
れ
な
が
ら
感
想
を
。
ま
た
「
３

歳
ぐ
ら
い
、
家
の
近
く
を
走
っ
て
い
る
瀬

戸
電
を
見
に
い
っ
て
か
ら
鉄
道
が
好
き
に

な
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　①×＝一番速いのは東北新幹線の「は

やぶさ」（Ｅ５系）の最高時速320㌔

　②○＝ゆとりーとラインは高架部分で

レールに沿って走り、鉄道扱いとなる

　③×＝1885年、栃木県の宇都宮駅で販

売されたおにぎりが日本初

の
方
向
性
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た

か
ら
」
の
話
も
あ
り
、
に
ぎ
や

か
な
笑
い
声
が
起
こ
っ
た
。

大
野
木
さ
ん
は
春
大
会
を
振

り
返
り
「
組
み
合
わ
せ
な
ど
、

く
じ
に
も
恵
ま
れ
た
」
と
笑
顔
。

ま
た
、
９
月

日
か
ら
の
秋
大

会
に
向
け
「
連
覇
し
た
い
」
と

語
り
、
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

秋
大
会
に〝
連
覇
〟を
目
指
す

「
春
の
レ
ク
バ
レ
ー
」優
勝
を
区
長
に
報
告

「
ひ
び
き
あ
う
生
命
」

守
山
文
化
小
劇
場


月
９
・

日

オ
リ
ジ
ナ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

不
審
な
声
か
け
に
遭
遇
し
た
ら
…

「
し
だ
み
ゅ
ー
」で
体
験
型
の
防
犯
イ
ベ
ン
ト

犯
罪
や
非
行
の
防
止
な
ど
で
明
る
い
社
会
へ

大
型
ス
ー
パ
ー
３
カ
所
で
理
解
と
協
力
呼
び
か
け

熱
戦
の
末「
森
孝
東
」が
連
覇

モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
杯
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大
会

〈
出
さ
れ
た
問
題
の
一
部
〉

①
日
本
で
一
番
速
い
列
車
は
東
海
道

新
幹
線
の
「
の
ぞ
み
」
で
あ
る

②
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
「
ゆ
と
り
ー

と
ラ
イ
ン
」
の
運
転
士
は
、
バ
ス
の
運

転
免
許
（
大
型
２
種
免
許
）
と
鉄
道
の

運
転
免
許
（
無
軌
条
電
車
免
許
）
の
両

方
を
持
っ
て
い
る

③
日
本
で
初
め
て
駅
弁
が
売
ら
れ
た

の
は
名
古
屋
駅
だ

優勝の「吉根学区」

円形の子ども用プールから水風
船を取って自由にぶつけ合った

鉄道ファンの小学生がクイズを
楽しんだ（中央が野口さん）

県警マスコット「コノハけいぶ」
も来場し、家族連れらが記念撮影

本番に向けて―7カ月間、30回以上のレ
ッスンで学ぶワークショップ参加者たち

賞状などを手にした関係者と
小島区長（中央）で記念撮影

啓発の品を手渡して理
解と協力を呼びかけた

準優勝の「苗代ヴィクトリー」

優勝の「森孝東」

み
ん
な
鉄
道
ク
イ
ズ
王

小
学
生
鉄
道
ク
イ
ズ
大
会

第
１
回
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い

「上志段味ゆるさぽオヤジ部」主催
区全体でも楽しめる大会ができたら― 水

ふ
う
せ
ん
バ
ト
ル
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
に
大
き
な
歓
声
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